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１．VRSの仕組み

RTK測量

RTKの基地局を
仮想的に作る

位置精度 1cm
主な用途 測量、マシンコントロール
観測時間 即時



高精度な仮想点の観測データ生成
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あたかも観測したかのように計算して提供します。
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VRS観測までの流れ

①単独測位を行う。

④計算された補正情報を指定され

仮想基準点
（実在しない）

④計算された補正情報を指定され
たフォーマットで送信。

⑤受信した補正情報により仮想基
準点からのRTK観測をして、移動
局の位置座標を求める

②専用通信装置等で「日本テラサット」へ
接続し、移動局の単独測位結果を

局の位置座標を求める。

接続し、移動局の単独測位結果を
NMEAの GGAフォーマットで送信。

日本テラサットは、電子基準点の

③単独測位結果を仮想基準点とし
その位置での観測するであろうデ
ータを推定し補正情報を計算。

日本テラサットは、電子基準点の
観測データを24時間連続して取得し、

「衛星の軌道」「電離層」「対流圏」等
をモニタリングしている。



２．稼動システム

●VRSシステム

Trimble PivotVRS3NetTrimble Pivot VRS Net

●サ バ●サーバー

CPU ：Xeon2.7GHz 2Core24Thread × 2

ﾒﾓﾘｰ：128GB

HDD ：１TB（RAID１）

OS ：Microsoft Windows Server2008R2  Enterprise



サーバールームの写真



サービスエリア

赤線で囲まれた地域が赤線で囲まれた地域が
ＱＺＳＳを含めたサービス
エリアです。



３. 配信システムの特長

●最新のVRSシステムVRS３Netを採用

QZSS・ガリレオにも対応した最新のVRS配信システム

・出力フォーマットでGPS､GLONASS、QZSSデータを配信

RTCM3.1 ： GPS、GLONASS、

CMRｘ ： GPS、GLONASS、QZSS

CMR+ ： GPS、GLONASS、

CMR ： GPS
※後処理もQZSSが利用可能

フォーマット 説明

RTCM3 1 標準データフォーマット（GPS GLONASS対応）RTCM3.1 標準データフォーマット（GPS、GLONASS対応）

CMRｘ 全てのGNSS（GPS,GLONASS、QZSS、ｶﾞﾘﾚｵ・・）に対応可能（Trimble独自）

CMR+ CMRを拡張しGPS,GLONASSに対応 （Trimble独自）

CMR 初期のGPS-RTK用に開発 （Trimble独自） ※他社も対応できる



的確なサポート体制



地殻変動補正は
・地殻変動補正に完全対応

リアルタイム配信：VRS方式、Multi Station方式

St ti 後処理VRS及び電子基準点デ タStatic  ：後処理VRS及び電子基準点データ

※近傍（仮想点位置）の地殻変動量を※近傍（仮想点位置）の地殻変動量を

加味して配信をする

電子基準点 方式）
仮想基準点(VRS方式) 電子基準点(Multi Station方式）

VRS方式もMulti Station方式も理論上同じ測位結果



お客様専用HP
イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。



イメージを表示できません。メモリ不足のためにイメージを開くことができないか、イメージが破損している可能性があります。コンピュータを再起動して再度ファイルを開いてください。それでも赤い x が表示される場合は、イメージを削除して挿入してください。

・接続時間やダウンロード時間が何時でも確認可能



スマートフォン閲覧サービスの利用が可能



４. 安心してご利用いただく為に

●高品質のデータ配信

VRSデータ生成には、Trimble点を使用

・多くの捕捉衛星と安定したデータの配信を実現

・VRSデータ生成が不安定となる離島は、MultiStation方式
（電子基準点のRTKで配信）

VRS（GNSS）で初期化が早く、作業効率がアップする

測位結果のバラつきが減少する測位結果のバラつきが減少する

VRS-Staticの解析結果も品質向上



●ハイパフォーマンスのサーバーを採用

1台のサ バ で全国のリアルタイム解析を1台のサーバーで全国のリアルタイム解析を

行うことで、高信頼性を実現

●各種のシステム監視機能を利用

システム異常等を的確にシステム管理者にメールで通知シ テ 異常等を的確 シ テ 管 者 通知



●配信データの品質監視

リアルタイムデータの品質の評価を行うために電子基準点をリアルタイムデ タの品質の評価を行うために電子基準点を

ローバーに見立てて測位し日々品質を監視



５.ニーズに合わせた商品体系

●通常契約プラン
二段階定額 月定額 半年定額 年間定額 後処理契約

20 000登録諸費用 20,000円

基本料金

1ヶ月当たり 1ヶ月当たり 6ヶ月当たり 1年当たり

－2,000円 21,000円 99,000円 180,000円

※25分の無料使用※25分の無料使用

料金を含みます

リアルタイムデータ 80円/分

基本料金に含まれます。 －（RTK使用料金） ※月内の請求上限

48 000円48,000円

後処理データ料金 40円/分 （仮想点・電子基準点）

●プリペイド方式プラン



６．QZSSの効果Q 効果



VRS-RTKでのQZSSの効果

１）検証環境

日時：平成26年8月28日 15:30~23:30日時：平成26年8月28日 15:30 23:30

屋外設置 リピータ（屋内）

ピ タ屋上に設置したアンテナよりリピータで

屋内に設置した2台のR9により、VRS観測を

行った。



VRS-RTKでのQZSSの効果

２）衛星の配置
8月28日 15:30 衛星毎の仰角8月28日 15:30 衛星毎の仰角

QZSS

QZSSQZSS

8月28日 23:308月28日 23:30

QZSSQZSS



VRS-RTKでのQZSSの効果

３）観測結果(標高の評価）
データ数 FIX数 FIX率 平均衛星数 平均DOP

QZSS有 28,800 100% 12.6 1.024
QZSS無し 28,800 100% 11.4 1.050

28,800

平均値 最大値 最小値 最大 最小 標準偏差平均値 最大値 最小値 最大-最小 標準偏差
QZSS有 120.854 120.181 120.034 0.147 0.017
QZSS無し 120.073 120.271 119.992 0.279 0.022



スタテック測量でのQZSS効果

１）観測状況

日時 平成26年7月30日 19 00 20 00日時：平成26年7月30日 19:00~20:00

0349

×V001

0067

電子基準点点（０３４９，０６７）と仮想点V001の観測電子基準点点（０３４９，０６７）と仮想点V001の観測

データを利用して解析し評価する



スタテック測量でのQZSS効果

２）衛星の状況
7月30日 19:00 衛星毎の仰角7月30日 19:00 衛星毎の仰角

QZSS

QZSSQZSS

7月30日 20:007月30日 20:00

QZSS



スタテック測量でのQZSS効果



ご質問は！

??

ありがとうございましたありがとうございました


